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平成１６年度 交付金プロジェクト研究課題 中間評価結果

課題名：南洋材の樹種識別及び産地特定の技術の開発

主査氏名（所属 ：田崎 清（研究管理官））

担当部署：木材特性研究領域、成分利用研究領域、生物工学研究領域、森林遺伝研究領域

参画機関：森林総合研究所、国際農林水産業研究センター

研究期間：平成１５～１９年度

１．目的

近年、東南アジア、アフリカ及び南米において熱帯産木材の違法伐採と違法商取引が重

大な問題となっている。そのため、輸入木材を大量に消費する我が国としては、木材の樹

種及び産地識別技術等の開発により問題解決へ貢献することが求められている。

東南アジアにおいて主に違法伐採の標的とされているのは、フタバガキ科樹木である。

そこで、本研究では、フタバガキ科の樹種を中心に木材解剖学的特徴の解析、木材中に含

まれる成分の組成・構造の分析、さらに核酸の分析等により樹種および産地識別技術の開

発に資することを目的とする。

２．当年度研究成果の概要

木材の解剖学的特徴及び木材中の成分による識別技術の課題では、 属rubroshorShorea
ea節１２６個体での顕微鏡による木材の観察で、軸方向柔細胞に結晶が多く含まれること

が明らかになった。 属心材からレスベラトロールの二量体、加水分解型タンニンShorea
の由来成分等が単離でき、さらにベンゼン不溶画分ではＴＬＣ分析で各グループ間の差異

を検出できた。また、 ではアルカリ土壌金属及びマンガンの濃度に産地にShorea albida
よる差異があることを明らかにした。

核酸の分析等による樹種識別では、先ず、スギ心材から が単離できたが、ミトコDNA
ンドリアと葉緑体の遺伝子の検出には至っていない。さらに、カヤ材の標本から単離出来

たＤＮＡで核、葉緑体及びミトコンドリアの遺伝子を検出することができ、カヤ材の識別

に利用可能なことを示した。 （カヤ） 個体の５箇所の葉緑体DNA領域につT.nucifera 10
いては塩基配列が同一であり、国内の広い地理的範囲において種内変異はほぼ無いことが

確認された。このことは、由来不明の木材サンプルの検査にあたり、 と異なT.nucifera
、 。るシーケンスが検出された場合には 他種と判断してほぼ間違いないことを示唆している

の変種と言われている の２個のサンプルT.nucifera T. nucifera var. radicans（チャボガヤ）

T. nucifera var.radicansでは互いに同一で、かつ と異なるシーケンスが得られた。このことは

の起源に関して再考を促すものである。データーベースの情報も加えて比較すると、 領rbcL

域だけでも （情報が無い）以外は識別できること、 領域で は識T. taxifolia trnL-trnF T. taxifolia

別できることが確認された。したがって、これら２領域を用いれば、７種および１変種の識別

が可能であることが示唆された。

南洋材の識別に利用するＤＮＡマーカー開発のために、 属の材料をマレーシアを中Shorea
心に収集した。今年度は 種 個体を収集したことから、合計で 種 個体となり、フ7 87 62 184
タバガキ亜科全体では 種 個体となった。116 347
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４．評価委員の氏名（所属）

伊東隆夫（京都大学教授）

５．評価結果の概要

・予想していたよりも良いデーターが出ている。特に、遺伝子に関するデーターは多

く得られている。 ・遺伝子以外の研究分野でも、良いデーターが出ており、今後が期

待できる成果である。 ・心材成分でケモタキソノミー（化学分類）が可能

ではないかと思われる。

６．評価において改善を指摘された事項への対応

評価委員の指摘に従い、課題番号（４ 「木材からの核酸単離法の開発と材質を支配）

する遺伝子の機能解明」では木材からの核酸の単離に絞り込んだ方向で今後の研究を進め

ることとした。


